
学校で
工芸文化体験！

〈オンライン体験〉
しっくいシーサー色付け体験
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しっくいシーサー色付け体験

シーサーが屋根に駆け登り、屋根獅子となったのは、
庶民に瓦屋根が認められるようになった明治２２年
以降のことで、沖縄の人々に親しまれてきました。
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                                           のシーサー ■体験キット
　・しっくいシーサー（小）１個
　・アクリル絵の具セット  
　　   ( 絵の具６色 / 筆１本 / パレット 1 枚 )
　・おしぼり 1 本
　・紙コップ１個
　・説明書　
■レクチャー動画
　・DVD または mp4 形式
　・1 クラスに１枚

■職人がオンラインで、シーサー
   の歴史や、役割について解説し
　ます。
　色のぬり方も解りやすく解説、
　オンラインなので、その場で質
　問もお受けできます。
　

詳細については
【オンライン体験
プログラム .pdf】
をご参照下さい。

QRを読み取るか、
クリック (タップ )して下さい。

オンライン体験プログラム .pdf

https://www.gyokusendo.co.jp/okinawaworld/agents/education/onlinetaiken202110.pdf

